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文
武
両
道
に
傑
出
し
た

こ
の
人 

太
田
道
灌 

そ
の
二

　
「
山
吹
の
里
」
を
巡
っ
て

　
太
田
道
灌
は
、
幼
少
時
か
ら
英
才
の

誉
れ
が
高
く
、
そ
れ
を
物
語
る
逸
話
が

人
口
に
膾か

い
炙し

ゃ
し
て
い
る
。
ま
ず
「
山
吹

伝
説
」
の
筋
書
き
は
・
・
・

　
父
の
道
真
を
尋
ね
て
道
灌
は
、
越
生

の
地
に
来
た
の
だ
が
、
突
然
の
に
わ
か

雨
に
遭
い
、
蓑
を
借
り
よ
う
と
あ
る
農

家
に
立
ち
寄
っ
た
。
す
る
と
、
娘
が
出

て
き
て
山
吹
の
花
一
輪
を
差
し
出
し

た
。
道
灌
は
、
蓑
を
借
り
よ
う
と
し
た

の
に
花
を
出
さ
れ
て
当
惑
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
話
を
家
臣
に
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
は
後
拾
遺
和
歌
集
の
「
七
重
八
重 

花
は
咲
け
ど
も 

山
吹
の
実
の
一
つ
だ

に 

な
き
ぞ
悲
し
き
」（
兼
明
親
王
の
歌
）

に
掛
け
て
、
山や

ま
あ
い間

の
茅
葺
き
の
家
に
住

み
、
貧
し
い
の
で
蓑
（
実
の
）
一
つ
持

ち
合
わ
せ
が
な
い
こ
と
を
、
床
し
く
答

え
た
の
だ
ろ
う
、
と
教
わ
っ
た
。
古
歌

を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
恥
じ
、
そ
れ

以
後
道
灌
は
歌
道
に
励
ん
だ
と
い
う
。

　
越
生
町
（
現
埼
玉
県
入
間
郡
）
西
和
田

の
山
吹
の
里
歴
史
公
園
の
ほ
か
、
豊
島

区
高
田
の
神
田
川
に
架
か
る
面
影
橋
の

近
く
に
も
山
吹
の
里
の
碑
が
あ
り
、
そ

の
東
方
、
新
宿
区
内
に
は
山
吹
町
の
地

名
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　
道
真
は
小
杉
の
郷
の
隠
居
所
へ

　
太
田
道
灌
が
、
鉢
形
城
主
の
長
尾
景

春
を
追
い
落
と
し
て
武
蔵
北
部
の
勢
力

基
盤
を
固
め
る
と
、
父
の
道
真
は
す
で

に
高
齢
で
あ
っ
た
の
で
、
越
生
の
小
杉

に
隠
居
所
「
自
得
軒
」
を
設
け
て
隠
棲

し
た
。

　

文
明
十
八
年
（
１
４
８
６
）
六
月
、

道
灌
は
父
道
真
を
越
生
に
訪
ね
、
そ
の

居
館
自
得
軒
で
詩
歌
の
会
を
催
し
た
。

江
戸
城
に
滞
在
し
て
い
た
詩
僧
の
万
里

集
九
も
同
行
し
た
。
翌
月
道
灌
は
非
業

の
死
を
遂
げ
た
が
、
集
九
は
そ
の
後
も

越
生
の
道
真
を
訪
れ
、
ま
た
道
灌
の
子

太
田
資
康
を
菅
谷
の
館
（
現
・
比
企
郡

嵐
山
町
）
に
訪
ね
て
い
る
。

　
明
応
元
年
二
月
、
道
真
は
八
十
二
才

の
生
涯
を
閉
じ
、
龍
穏
寺
（
現
・
越
生

町
龍
ヶ
谷
に
所
在
）
に
葬
ら
れ
た
。

　
太
田
道
灌
へ
の
讒
言

　
破
竹
の
勢
い
で
連
戦
連
勝
し
た
道
灌

の
活
躍
に
よ
っ
て
、
主
家
、
扇
谷
上
杉

家
の
勢
力
は
大
き
く
前
進
し
た
。
そ
れ

と
と
も
に
、
道
灌
の
威
望
も
絶
大
な
も

の
に
な
っ
た
。

　
『
永
享
記
』
に
は
、
道
灌
が
人
心
の

離
れ
た
山
内
上
杉
家
に
対
し
て
謀
反
を

企
て
た
と
記
し
、
ま
た
、
扇
谷
上
杉
家

中
が
江
戸
・
河
越
両
城
の
補
修
を
怪
し

み
、
扇
谷
上
杉
家
の
定
正
に
讒
言
し
た

と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
傷

に
対
し
て
、
道
灌
も
父
道
真
も
一
切
弁

明
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
た
だ
し
道
灌
が
、
主
家
の
冷
遇
に
対

す
る
不
満
を
吐
露
し
た
手
紙
が
残
さ
れ

て
い
た
。「
太
田
道
灌
状
」
は
、
文
明

十
二
年
（
1
4
8
0
）
に
、
扇
谷
上
杉

氏
の
家
宰
だ
っ
た
道
灌
が
、
山
内
上
杉

氏
の
家
臣
高
瀬
民
部
少
輔
に
提
出
し
た

書
状
で
、そ
こ
に
は
長
尾
景
春
の
乱
（
享

徳
の
乱
の
後
期
）
に
お
け
る
彼
自
身
の

活
躍
ぶ
り
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

全
三
十
九
ヶ
条
に
も
わ
た
り
、
彼
の
功

績
を
正
当
に
評
価
し
な
い
主
家
に
対
し

て
、
不
満
や
苛
立
ち
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
万
が
一
に
備
え
て
嫡
男
の

資
康
を
、
和
議
の
人
質
と
い
う
名
目
で
、

古
河
公
方
成
氏
に
預
け
て
い
る
。

　
太
田
道
灌
謀
殺
さ
れ
る
・
・
・

　

と
き
は
文
明
十
八
年
七
月
二
十
六
日

（
1
4
8
6
／
８
月
25
日
）、
扇
谷
定
正
の

糟
屋
館
（
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
）
に
招
か

れ
、
道
灌
は
こ
こ
で
暗
殺
さ
れ
た
。
享

年
五
十
五
才
だ
っ
た
。
法
名
は
、
大
慈

寺
殿
心
円
道
灌
大
居
士
、
ま
た
香
月
院

殿
春
苑
静
勝
道
灌
大
居
士
。

　
『
太
田
資
武
状
』
に
よ
る
と
、
道
灌
は

入
浴
後
に
風
呂
場
の
小
口
か
ら
出
た
と

こ
ろ
を
曽
我
兵
庫
に
襲
わ
れ
、
斬
り
倒

さ
れ
た
。
死
に
際
に
「
当
方
滅
亡
」
と

言
い
残
し
た
と
い
う
。
自
分
が
い
な
く

な
れ
ば
扇
谷
上
杉
家
に
未
来
は
な
い
と

い
う
予
言
で
あ
ろ
う
。

　
道
灌
暗
殺
の
原
因
に
つ
い
て
は
、
力

が
強
く
な
り
す
ぎ
た
道
灌
が
下
克
上

で
、
自
身
に
と
っ
て
代
わ
り
か
ね
な
い

と
恐
れ
た
扇
谷
定
正
が
自
発
的
に
暗
殺

し
た
と
も
、
ま
た
扇
谷
家
の
力
を
弱
め

る
た
め
の
山
内
顕
定
の
画
策
に
扇
谷
定

正
が
乗
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
。『
上
杉

定
正
消
息
』
の
中
で
扇
谷
定
正
は
、
道

灌
が
家
政
を
独
占
し
た
た
め
に
家
中
に

不
満
が
起
こ
っ
た
こ
と
、
ま
た
道
灌
が

山
内
顕
定
に
謀
反
を
企
て
た
た
め
に
討

ち
果
た
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
道
灌
の
暗
殺
に
よ
っ
て
、
道
灌
の
子
、

資
康
は
勿
論
、
扇
谷
上
杉
家
に
付
い
て

い
た
国
人
や
地
侍
の
多
く
が
山
内
家
へ

走
っ
た
の
で
、
扇
谷
定
正
は
た
ち
ま
ち

苦
境
に
陥
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
の
江
戸
城
は
・
・
・

　
江
戸
城
の
乱

　
文
明
十
八
年
の
冬
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
道
灌
を
謀
殺
し
た
扇
谷
家
上
杉
定

正
は
、
道
灌
の
居
城
だ
っ
た
江
戸
城
に

拠
る
嫡
男
、
資
康
を
追
放
し
た
。
上
杉

定
正
・
太
田
道
灌
の
主
従
い
ず
れ
と
も

親
交
が
あ
り
、
道
灌
の
招
き
で
江
戸
城

内
に
住
ん
で
い
た
万
里
集
九
は
、
詩
集

『
梅
花
無
尽
蔵
』の
中
で「
江
戸
城
の
乱
」

と
呼
ん
で
い
る
。

　

そ
の
中
に
は
、
丁
未
の
年
（
文
明

十
九
年
）
の
正
月
、「
江
戸
城
乱
後
、
上

杉
匠
作
（
修
理
大
夫
＝
定
正
）
が
催
し
た

会
席
」
で
作
っ
た
と
さ
れ
る
詩
が
載
せ

ら
れ
、
同
じ
く
道
灌
の
没
後
に
江
戸
を

去
る
決
意
を
し
た
起
雲
と
い
う
人
の
送

別
の
た
め
に
作
っ
た
七
言
絶
句
の
中
に

も
「
角
声
昨
夜
俄
吹
起
、
一
別
送
君
梅

以
前
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
梅
が
咲
く

季
節
（
旧
暦
の
十
二
月
）
の
前
に
城
内

で
戦
火
が
起
こ
り
、
城
主
が
交
替
し
た

こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。

　
長
享
の
乱
と
そ
の
後
・
・
・

　

翌
、
長
享
元
年
（
1
4
8
7
）、
扇
谷
定

正
と
関
東
管
領
の
山
内
顕
定
と
の
仲
は

決
裂
し
、
顕
定
の
攻
撃
に
よ
っ
て
戦
端

が
開
か
れ
た
。
両
上
杉
家
は
、
永
正
二

年
（
1
5
0
5
）
に
か
け
て
抗
争
を
繰
り

広
げ
る（
長
享
の
乱
）。こ
の
戦
い
に
よ
っ

て
両
上
杉
氏
は
疲
弊
・
衰
退
し
、
駿
河

今
川
氏
の
客
将
・
伊
勢
盛
時
（
宗そ
う

瑞ず
い

と

も
い
い
、
号
は
「
早
雲
」）
の
関
東
進
出

を
許
す
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後

の
時
代
に
は
、
北
条
氏
の
初
代
、
北
条

早
雲
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　　

北
条
時
代
の
江
戸
城
は
・
・
・

　

早
雲
の
嫡
男
だ
っ
た
氏う

じ
つ
な綱
は
、
伊

勢
氏
を
北
条
氏
（
鎌
倉
時
代
の
北
条
氏

と
区
別
し
て
、「
後
北
条
氏
」
と
い
わ

れ
る
）
と
改
め
、大
永
四
年
（
１
５
２
４
）

に
は
相
模
を
平
定
、
武
蔵
進
出
の
た

め
に
扇
谷
上
杉
朝と

も
お
き興

と
高
縄
原
（
現

在
の
高
輪
付
近
か
？
）
で
衝
突
し
た
。

こ
の
合
戦
に
敗
れ
た
朝
興
は
江
戸
城

に
退
却
す
る
が
、
江
戸
城
を
取
り
仕

切
っ
て
い
た
太
田
資す

け
た
か高

（
妻
は
北
条

氏
綱
の
娘
）
が
北
条
氏
に
内
応
し
て
、

北
条
軍
を
江
戸
城
内
に
導
き
入
れ
た

た
め
、
朝
興
は
江
戸
城
を
放
棄
し
て

河
越
城
に
落
ち
延
び
た
。

　

入
城
し
た
氏
綱
は
、
本
丸
に
富
永

政ま
さ
な
お直

、
二
の
丸
に
遠
山
直な

お
か
げ景

、
香
月

亭
に
太
田
資
高
・
康や

す
す
け資

父
子
を
配
置

し
、
そ
の
後
は
北
条
氏
の
有
力
支
城

と
し
て
機
能
し
た
。
な
お
北
条
氏
の

時
代
に
も
太
田
道
灌
の
江
戸
城
の
シ

ン
ボ
ル
だ
っ
た
「
静
勝
軒
」
は
残
っ

て
お
り
、「
富
士
見
の
亭
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
と
い
う
。

　

江
戸
城
の
南
に
は
品
川
湊
が
あ

り
、さ
ら
に
そ
の
南
に
は
六
浦（
金
沢
）

を
経
て
、
鎌
倉
に
至
る
水
陸
交
通
路

が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で

関
東
内
陸
部
か
ら
、
利
根
川
・
荒
川

を
経
て
品
川
・
鎌
倉
、
さ
ら
に
外
洋

に
向
か
う
交
通
路
を
掌
握
す
る
た
め

に
、
江
戸
城
は
、
重
要
な
役
割
を
果

た
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

太
田
道
灌
が
河
越
城
と
江
戸
城
と
を

構
築
し
た
の
は
長
禄
元
年
（
1
4
5
7
）、

戦
乱
の
巷
で
あ
っ
た
東
国
を
鎮
圧
し
た

が
、
同
時
に
彼
は
、
比
類
な
き
文
人
と

し
て
、
華
麗
な
西
国
の
文
芸
を
積
極
的

に
導
入
し
た
。

首都圏は春爛漫！

　

波
乱
万
丈
の
室
町
時
代
！

　
朝
廷
、
公く

家げ

の
政
権
に
、
武
家
が
介
入

し
て
成
立
し
た
鎌
倉
幕
府
は
、
元
弘
三
年

（
１
３
３
３
）、北
条
氏
が
滅
亡
し
て
終
結
し
、

後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
親
政
が
復
活
し
た
。

　
し
か
し
足
利
尊
氏
が
叛
旗
を
翻
し
た
の

で
、
朝
廷
は
吉
野
に
移
り
（「
南
朝
」
と
い

う
）、
一
方
尊
氏
は
、
異
な
る
皇
族
の
系
統

か
ら
光
明
天
皇
を
即
位
さ
せ
、
延
元
三
年

（
１
３
３
８
）、
自
ら
は
「
北
朝
」
か
ら
征
夷

大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
て
、
足
利
幕
府
は
成

立
す
る
。

　
三
代
将
軍
と
な
っ
た
足
利
義
満
は
、
有

力
な
守
護
大
名
の
勢
力
を
押
さ
え
て
幕
府

の
権
力
を
確
立
、
天
授
四
年
／
永
和
四
年

（
１
３
７
８
）、
京
都
室
町
に
将
軍
邸
を
造
営

し
た
。
世
に
『
花
の
御
所
』
と
い
わ
れ
る
。

三
年
後
に
豪
邸
は
完
成
し
、
公
家
社
会
に

対
し
て
幕
府
の
威
勢
を
誇
示
す
る
も
の
と

な
っ
た
。
元
中
九
年
（
１
３
９
２
）、
南
北

朝
の
合
一
が
成
り
、六
十
年
に
及
ん
だ
「
南

北
朝
時
代
」
が
終
結
す
る
。
御
所
が
所
在

す
る
「
室
町
」
に
因
ん
だ
室
町
時
代
は
、

本
格
的
に
幕
を
開
け
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
応
仁
元
年
（
１
４
６
７
）
に

勃
発
し
た
「
応
仁
の
乱
」
は
、
華
や
か
な

京
都
の
ほ
ぼ
全
域
を
消
失
し
て
し
ま
う
。

　
文
明
九
年
（
１
４
７
７
）
に
な
っ
て
戦
乱

は
終
息
し
、
ま
た
東
国
で
も
、
幕
府
と
鎌

倉
府
と
の
和
議
が
成
立
し
た
が
、
明
応
二

年
（
１
４
９
３
）、
足
利
将
軍
の
廃
立
を
巡

る
争
い
（
明
応
の
政
変
）
が
起
こ
り
、
つ
い

に
世
を
「
戦
国
時
代
」
へ
と
誘
導
し
た
の
で

あ
る
。

20�2 年

隅田川畔の桜とスカイツリー

東京都北区指定有形文化財

20�� 年

　
木
造
太
田
道
灌
坐
像
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漆し
っ
と
う
ば
ん
り

桶
万
里
（
ま
た
万
里
集
九
と
も
い
う
）
は
、

二
年
近
く
も
江
戸
城
に
滞
在
し
て
、
城
内

の
出
来
事
を
生
々
し
く
語
っ
て
い
る
。

　
五
山
の
長
老
は
、
当
時
の
日
本
と
明み
ん

と

の
外
交
と
貿
易
の
責
任
者
と
し
て
、
実
務

に
も
明
る
い「
経
済
僧
」の
性
格
を
も
も
っ

て
い
た
と
い
わ
れ
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

当
時
の
宗
教
、
文
学
の
最
高
峰
と
み
な
さ

れ
て
い
た
。

　
太
田
道
灌
は
自
ら
兵
力
を
持
た
ず

　

い
わ
ば
傭
兵
を
も
っ
て
す
る
戦
術
家

だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
武
将
と
し
て
は

一
傭
兵
隊
長
に
過
ぎ
な
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

し
か
る
に
長
老
た
ち
が
、
彼
の
求
め
に
応

じ
て
詩
文
を
提
供
し
た
こ
と
は
、
道
灌
の

財
力
が
並
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。

　
築
城
後
二
十
年
余
り
、
道
灌
に
よ
る
江

戸
の
ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
江
戸
湊
の

交
易
が
、
彼
の
経
済
力
に
大
き
な
貢
献
を

果
た
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
太
田
道
灌
は
、
江
戸
城
の
本
丸
に
居
宅

を
設
け
、
そ
の
背
後
に
は
眺
望
の
良
い
高

楼
を
建
て
た
と
い
う
。「
静
勝
軒
」
と
名
付

け
ら
れ
、そ
の
壁
面
に
は
、二
次
に
わ
た
っ

て
依
頼
し
た
詩
文
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
れ

ら
詩
文
の
全
部
が
い
ま
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
次
の
詩
文
は
、
京
都
・
鎌
倉
五
山

の
長
老
に
依
頼
し
た
作
品
で
、
文
明
八
年

（
１
４
７
６
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
九
年

後
に
は
、
鎌
倉
五
山
、
建
長
寺
の
住
持
を

し
た
詩
僧
二
人
の
詩
と
、
道
灌
に
招
か
れ

た
詩
僧
の
万
里
集
九
の
本
文
と
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
た
二
次
の
詩
板
が
掲
げ
ら
れ
た
。

　
第
一
次
の
作
品
は

　
□
『
寄
題
江
戸
城
静
勝
軒
詩
序
』

 

序
文
は
蕭
し
ょ
う

庵あ
ん

竜
統
。
詩
を
村そ
ん
庵あ
ん

霊れ
い

彦げ
ん
、
雪せ
っ

樵し
ょ
う
景け
い
し茝
、
黙
庵
竜
沢
、
補
庵
（
横
川
）
景

三
。
跋
文
は
村
庵
霊
彦
が
記
し
た
。

　
□
『
左
金
吾
源
太
夫
江
亭
記
』

 

本
文
は
、
暮ぼ
し
ょ
う
と
く
よ
う

樵
得
公
。
詩
は
暮
樵
得
公
、

武
陵
興
徳
、
相
陽
中
栄
、
河
陽
東
歓
が
記

し
て
い
る
。

　
一
次
の
詩
板
に
は
・
・
・

　

当
時
の
詳
し
い
江
戸
の
ま
ち
づ
く
り
、

交
易
の
実
情
が
生
き
生
き
と
記
録
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち

一
、
関
八
州
で
、
幕
府
の
勢
力
下
に
あ
る

の
は
三
カ
国
、
そ
の
中
核
は
江
戸
で
あ
る
。

二
、
江
戸
湊
の
海
陸
の
に
ぎ
わ
い
、
交
通

の
盛
ん
な
こ
と
は
、
他
に
例
を
み
な
い
。

三
、
江
戸
城
の
一
方
は
海
に
面
し
、
他
方

は
平
川
で
守
ら
れ
、
さ
ら
に
本
丸
台
地
の

周
り
は
堀
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
城
門
は
鉄

で
固
め
ら
れ
て
、
き
わ
め
て
堅
固
で
あ
る
。

四
、
江
戸
前
島
周
辺
に
は
大
小
の
商
船
や

漁
船
が
群
が
り
、
江
戸
湊
は
日
々
市
を
な

し
、
こ
の
湊
に
は
、「
房
の
米
、
常
の
茶
、

信
の
銅
、
越
の
竹ち
く
ぜ
ん箭

、
相
の
旗き
せ
い
き
そ
つ

旌
騎
卒
、

泉
の
珠し
ゅ
さ
い
い
こ
う

犀
異
香
よ
り
塩
魚
、
漆し
っ
し枲

、
梔し
せ
い茜

、

筋き
ん
こ
う膠

、
薬や
く
じ餌

」
な
ど
、
多
種
多
様
な
物
資

が
集
散
し
て
い
る
。

五
、
江
戸
城
周
辺
の
有
様
に
つ
い
て
記
し
、

南
方
の
品
川
湊
と
江
戸
と
の
間
に
は
人
家

が
続
い
て
一
都
会
を
な
し
て
お
り
、
ま
た

北
に
目
を
転
じ
る
と
、「
浅
草
の
浜
」
の
観

音
堂
の
「
巨
殿
宝
坊
」
は
、
数
十
里
の
海

に
美
し
く
映
え
、
聳
え
て
い
た
と
い
う
。

　
都
市
の
歴
史
に
造
詣
が
深
い
鈴
木
理
生

は
そ
の
著
書
、「
江
戸
は
こ
う
し
て
造
ら
れ

た
」（
ち
く
ま
書
房
刊
）
で
述
べ
て
い
る
。

品
川
湊
と
、
浅
草
湊
と
の
間
に
挟
ま
れ
て
賑

わ
っ
て
い
た
「
江
戸
湊
」
で
は
、
日
々
集
荷

さ
れ
て
市
を
な
し
た
物
資
の
中
で
、
房
州
か

ら
の
米
や
、
常
陸
か
ら
の
茶
の
集
荷
な
ど
は

注
目
に
値
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

　
房
州
も
常
陸
も
、
と
も
に
古
河
公
方
の

勢
力
圏
に
属
す
る
利
根
川
左
岸
の
地
で
あ

り
、「
武
将
の
道
灌
」
が
当
面
敵
対
す
る
地

域
か
ら
の
産
物
で
あ
る
。
ま
た
信
濃
か
ら

の
「
銅
」
の
集
荷
に
も
、
江
戸
湊
の
性
格

が
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

　
ま
た
、
鈴
木
理
生
は
、
そ
の
著
書
で
つ

ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
注
目
す
べ
き
は
「
越
の
竹
箭
、
相
の
旗

旌
騎
卒
」
で
、
越
の
竹
箭
を
文
字
通
り
解

釈
す
る
と
矢
竹
と
な
り
、
相
模
か
ら
の
旗

旌
騎
卒
を
「
旗
や
指さ
し
も
の物

を
持
っ
た
騎
馬
武

者
と
歩
兵
」
と
読
め
ば
、
こ
れ
は
『
太
平

記
』
の
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
足
軽
、
つ
ま

り
傭
兵
の
市
場
が
江
戸
湊
に
あ
っ
た
こ
と

を
物
語
る
。
こ
の
傭
兵
の
輸
出
先
は
多
分

西
南
日
本
各
地
を
へ
た
東
シ
ナ
海
で
、「
倭

寇
」
要
員
ま
た
は
そ
の
補
充
用
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
、
と
。

　
さ
ら
に
「
泉
」
か
ら
の
輸
入
品
目
を
み

る
と
、
宝
石
・
香
木
・
高
貴
薬
と
、
中
国

特
産
の
高
級
漆
や
高
級
麻
を
は
じ
め
、
染

料
、
ニ
カ
ワ
な
ど
の
多
種
多
様
な
工
芸
品

の
原
材
料
が
運
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
こ
の
場
合
の「
泉
」と
は
和い
ず
泉み（
大
阪
府
）

か
ら
の
も
の
だ
っ
た
の
か
、
中
国
の
泉
州

（
福
建
省
）
だ
っ
た
の
か
区
別
で
き
な
い
が
、

中
国
の
泉
州
か
ら
と
考
え
た
方
が
、
他
の

諸
例
か
ら
み
て
妥
当
な
よ
う
だ
。

　
十
五
世
紀
の
江
戸
湊
で
も
輸
入
品
に
見

あ
う
輸
出
品
を
用
意
し
な
け
れ
ば
、
貿
易

船
は
寄
り
つ
か
な
い
。
硫
黄
・
日
本
刀
は

勿
論
、
そ
れ
に
加
え
て
信
濃
の
銅
や
越
の

国
や
、
相
模
か
ら
の
傭
兵
を
輸
出
し
た
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
第
二
次
作
品
で
は
・
・
・

　
□
『
静
勝
軒
銘
詩
並
序
』

　
本
文
は
万
里
集
九
が
記
し
、
詩
は
建
長

寺
の
住
持
を
し
た
宗そ
う

猶ゆ
う

軒け
ん

玉ぎ
ょ
く

隠い
ん

、易え
き

安あ
ん

軒げ
ん

竺じ
く

雲う
ん

が
記
し
て
い
る
。
第
二
次
で
は
、
道

灌
が
城
内
に
建
築
し
た
高
楼
の
名
称
、「
静

勝
」
の
理
念
に
始
ま
り
、つ
い
で
彼
が
争
っ

た
戦
闘
経
過
を
述
べ
、
江
戸
湊
と
江
戸
城

の
景
観
を
描
写
し
て
い
る
。
ま
た
道
灌
の

軍
隊
の
訓
練
方
法
に
も
触
れ
て
い
る
。

　
二
次
の
詩
板
と
一
次
の
そ
れ
と
の
間
に

は
、
十
年
も
の
月
日
が
流
れ
て
い
る
が
、

比
較
す
る
と
、
江
戸
湊
の
様
相
が
か
な
り

違
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
て
、
湊
の
活
況

が
衰
え
て
き
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

　
始
め
に
「
静
勝
」
の
哲
学
が
長
々
と
述

べ
ら
れ
、
軍
隊
の
描
写
は
細
か
く
、
し
か

も
具
体
的
に
な
っ
て
い
る
。
城
内
に
は
軍

隊
が
常
駐
し
、毎
日
数
百
人
の
兵
士
が
様
々

な
や
り
方
で
訓
練
に
励
ん
で
い
た
と
い
う
。

怠
け
た
者
か
ら
は
罰
金
三
〇
〇
片
を
取
り
、

そ
れ
を
係
員
が
貯
め
て
お
い
て
訓
練
後
の

茶
菓
を
買
う
金
に
し
た
。
一
ヵ
月
の
う
ち

「
戈ほ
こ
を
操と

り
鉦し
ょ
う（

打
ち
鳴
ら
す
金
属
の
器
具
）

を
撃
ち
て
士
卒
を
閲
す
る
こ
と
両
三
回
」

と
あ
り
、
そ
の
命
令
は
甚
だ
厳
し
い
も
の

が
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
傭
兵
隊
を
具
体
的
に
描

写
し
て
い
る
が
、
訓
練
を
怠
け
た
兵
士
か

ら
罰
金
を
取
る
と
い
う
貨
幣
の
普
及
の
し

方
は
、
約
五
五
〇
年
前
の
日
本
と
し
て
は

非
常
に
異
例
な
こ
と
で
、
当
時
の
江
戸
湊

の
繁
栄
の
あ
り
方
を
雄
弁
に
物
語
る
。

　
ま
ず
万
里
集
九
の
本
文
を
原
文
・「
読
み

下
し
」
で
掲
出
し
た
。
た
だ
し
後
半
は
本

紙
「
電
子
版
」
に
譲
り
、
省
略
す
る
。

靜
勝
軒
銘
詩　
并
序　
武
州
江
戸
城
太
田

春
苑
道
灌
號
二 

靜
勝
軒
一
。
其
南
掛
二 

洛

詩
板
一
。
其
東
掛
二 

此
詩
板
一
。

　
読
み
下
し
：
「
靜
じ
や
う
し
よ
う
け
ん

勝
軒
の
銘め
い

の
詩し

、
并な
ら

び
に
序じ
よ

。
武ぶ
し
う
え
ど
じ
や
う

州
江
戸
城
の
太お
お
た田

春し
ゆ
ん
え
ん苑

道だ
う
く
わ
ん

灌
は
、
靜
勝
軒
と
號が
う

す
。
其
の
南
に

は
洛ら
く
し詩

の
板ば
ん

を
掛
け
、
其
の
東
に
は
此
の

詩し
ば
ん板

を
掛か

く
。

（一）
文
之
所
二
以
爲
レ
文
。不
二
亦
武
之
備
一
乎
。

武
之
所
二
以
爲
レ
武
。
不
二
亦
文
之
要
一
乎
。

其
要
在
レ
静
。
則
其
備
必
得
レ
勝
也
。

　
読
み
下
し
：
文
の
文
た
る
所ゆ

以え
ん
は
、
亦ま
た
、

武
の
備
へ
な
ら
ず
や
。
武
の
武
た
る
所
以

も
亦
、
文
の
要よ
う

な
ら
ず
や
。
其
の
要
は
、

靜せ
い

に
在
れ
ば
、
則す
な
はち

、
其
の
備
へ
は
必
ず

勝か
ち

を
得う

る
な
り
。

（二）
竊
惟
太
田
左
金
吾
公
道
灌
。
厥
先
廼
丹

陽
人
。
而
五
六
葉
之
祖
。
始
家
二
相
州
一

也
。
公
規
一
武
藏
豊
島
江
戸
之
地
一
築
二
城

壘
一
。
從
二
京
師
蓮
府
之
命
一
。
爲
二
其
君
一

而
割
據
。
康
正
乙
亥
。
→
次
頁
最
上
段
へ

江
戸
郷
の
魅
力
を
探
る
！

　
五
百
五
十
六
年
前
の
こ
と
に
な
る
・
・
・

　
太
田
道
灌
は
、
衰
退
の
道
を
辿
っ
て
い

た
江
戸
氏
を
江
戸
郷
か
ら
追
放
し
、
長
禄

元
年
（
１
４
５
７
）、
中
世
の
城
郭
と
し
て

の
江
戸
城
を
構
築
し
た
。
そ
の
こ
ろ
、
室

町
幕
府
の
出
先
機
関
で
も
あ
っ
た
関
東
管

領
の
勢
力
が
分
裂
し
、
争
い
は
各
地
に
広

が
り
、
武
蔵
国
全
域
が
戦
乱
の
巷
と
化
し

て
い
た
。

　
江
戸
城
の
完
成
に
よ
っ
て
・
・
・

　
鎌
倉
か
ら
古
河
に
移
っ
た
「
古
河
公
方
」

を
支
持
す
る
勢
力
に
対
し
て
、
山
内
、
扇

谷
両
上
杉
家
は
、
利
根
川
水
系
を
挟
ん
で

対
峙
し
て
い
た
。
扇
谷
山
内
家
の
家
宰
を

務
め
て
い
た
太
田
道
真
は
、
当
主
持
朝
の

命
に
よ
っ
て
、
防
禦
の
拠
点
を
構
築
す
る

こ
と
と
な
る
。
父
の
道
真
か
ら
家
督
を
相

続
し
た
道
灌
は
、康
正
二
年
（
１
４
５
６
）、

江
戸
築
城
に
取
り
掛
か
り
、
一
年
後
の
長

禄
元
年
に
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
。

　
道
灌
は
当
時
、
品
川
湊
に
面
し
た
御
殿

山
（
港
区
・
品
川
区
の
境
を
占
め
る
台
地
）

に
城
館
を
構
え
て
い
た
と
い
わ
れ
、
こ
こ

か
ら
江
戸
城
に
移
転
し
た
。

　
「
江
戸
」
の
魅
力
は
・
・
・

　

江
戸
氏
が
開
い
た
江
戸
湊
の
繁
栄
や
、

物
資
輸
送
の
た
め
の
水
利
権
な
ど
が
あ
っ

た
の
で
、
江
戸
の
ま
ち
に
居
館
を
移
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
道
灌
は
、
こ
れ
ら
を
手
中

に
収
め
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。
現
在
の

日
比
谷
付
近
は
入
江
で
、そ
の
東
側
の
「
江

戸
前
島
」
は
当
時
、
強
大
な
勢
力
を
も
つ

鎌
倉
・
円
覚
寺
の
寺
領
だ
っ
た
の
で
、
そ

の
了
解
な
し
に
江
戸
に
は
入
れ
な
い
は
ず

な
の
で
、
彼
は
円
覚
寺
の
傭
兵
隊
長
と
し

て
の
役
割
を
も
っ
て
移
動
し
た
ら
し
い
。

　
そ
の
頃
の
史
料
は
現
存
し
て
い
る
・
・
・

　

当
時
の
貴
重
な
記
録
を
残
し
た
の
は
、

太
田
道
灌
に
招
か
れ
て
、
詩
文
を
寄
せ

た
京
都
五
山
と
鎌
倉
五
山
の
長
老
た
ち
で

あ
る
。
ま
た
、
招
か
れ
た
著
名
な
詩
僧
、

　

足
利
義
政
の
時
代
・
・
・

　

将
軍
義
政
は
当
初
、
祖
父

に
当
る
、
将
軍
義
満
や
父
の

政
策
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
試

み
た
。
し
か
し
母
・
重
子
と

正
室
・
富
子
の
実
家
と
な
る

日
野
家
や
、
有
力
な
守
護
大

名
も
政
治
に
介
入
し
、
将
軍

と
し
て
主
導
権
を
握
る
こ
と

が
困
難
で
あ
っ
た
。
ま
た
幕

府
の
財
政
難
と
土
一
揆
に
も

苦
し
ん
だ
。

　

そ
の
た
め
、
正
室
の
日

野
富
子
や
細
川
勝
元
・
山
名
宗
全
ら
の

大
名
に
幕
政
を
委
ね
、
自
ら
は
政
治
を

疎
ん
じ
て
、
邸
宅
や
日
本
庭
園
の
造
営

に
走
り
、
芸
道
に
執
心
し
、
酒
宴
に
溺

れ
て
い
っ
た
。
寛
正
二
年
（
１
４
６
１
）

の
大
飢
饉
は
、
京
都
に
も
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
が
、
義
政
は
そ
れ
を
意

に
介
さ
な
か
っ
た
。

　
応
仁
の
乱
が
勃
発
す
る
・
・
・

　
義
政
に
は
実
子
が
無
く
、
弟
の
義よ

し
視み

を
後
継
ぎ
に
決
め
た
が
、
そ
の
翌
年
妻

の
富
子
が
義よ

し
尚ひ

さ
を
生
ん
で
、
将
軍
に
立

て
よ
う
と
し
た
た
め
争
い
は
起
こ
っ

た
。
義
視
の
後
見
に
は
、
か
つ
て
管
領

を
務
め
た
細
川
勝
元
が
お
り
、
こ
れ
に

対
抗
す
る
富
子
は
、
実
力
者
の
山
名
持も

ち

豊と
よ

（
宗そ
う

全ぜ
ん

）
に
義
尚
の
後
援
を
依
頼
し

た
。
一
方
、
力
を
強
め
て
い
た
各
地
の

守
護
大
名
の
勢
力
争
い
が
こ
れ
に
加
わ

り
、
応
仁
元
年
（
１
４
６
７
）
京
都
を

中
心
と
す
る
戦
乱
が
勃
発
す
る
。

　
土
佐
・
讃
岐
・
丹
波
な
ど
の
大
名
、
細

川
勝
元
と
但
馬
・
備
後
・
安
芸
な
ど
の
大

名
、
山
名
宗
全
は
互
い
に
勢
力
を
競
い
、

二
派
の
闘
争
は
全
国
的
に
な
っ
て
ゆ
く
。

　
京
都
の
本
陣
の
位
置
関
係
か
ら
、細

川
方
は「
東
軍
」、山
名
方
は「
西
軍
」と

呼
ば
れ
、兵
力
は
誇
張
が
あ
る
で
あ
ろ

う
が
、『
応
仁
記
』に
よ
れ
ば
、出
陣
し

た
東
軍
は
十
六
万
、西
軍
は
→
次
頁
へ 

室
町
時
代
・
江
戸
の
史
料
は

「
万
里
集
九
」
の

　
詩
文
を
味
わ
う

　
三
代
将
軍
、
足
利
義
満
が
室
町
に
構

え
た
豪
邸
「
花
の
御
所
」
は
、
家
格
の

高
い
二
つ
の
公
家
、
室
町
家
の
花
亭
と
、

今
出
川
家
の
菊
亭
を
併
せ
て
一
つ
の
敷

地
と
し
た
の
で
、
広
大
な
敷
地
の
邸
宅

だ
っ
た
。
室
町
通
に
面
し
て
正
門
が
設

け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
室
町
殿
と
も
、
ま

た
室
町
第
と
も
呼
ば
れ
た
。

　
ま
た
永
徳
二
年
（
１
３
８
２
）、
義
満

は
、
花
の
御
所
の
隣
接
地
に
一
大
禅
宗

伽
藍
を
建
立
す
る
こ
と
を
発
願
し
た
。

こ
れ
が
相

し
ょ
う

国こ
く

寺じ

で
、
詩
僧
の
万
里
集
九

は
、
五
山
文
学
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た

こ
の
寺
で
修
行
し
た
。
ま
た
鹿
苑
寺（
金

閣
寺
）
と
、
後
に
義
政
の
建
立
し
た
慈

照
寺
（
銀
閣
寺
）
は
、
相
国
寺
の
山
外

塔た
っ

頭ち
ゅ
うで
あ
る
。
都
を
飾
っ
た
こ
れ
ら
の

建
物
の
豪
華
さ
は
、
太
田
氏
の
江
戸
城

を
は
じ
め
、
東
国
の
城
館
の
建
築
に
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
に
違
い
な
い
。

　
太
田
道
灌
が
活
動
し
た
こ
ろ
、
三
代

将
軍
義
満
は
す
で
に
亡
く
（
応
永
十
五

年
∧
１
４
０
８
∨
没
）、
四
代
義
持
に
つ

づ
く
吉よ

し
量か

ず
は
短
命
で
、
つ
づ
く
義よ

し
教の

り
の

在
職
期
間
も
わ
ず
か
に
十
二
年
、
七
代

の
義
勝
は
十
才
で
死
亡
し
て
い
た
。
そ

の
弟
の
義
政
は
八
歳
で
将
軍
職
に
選

出
さ
れ
、
元
服
を
迎
え
た
宝
徳
元
年

（
１
４
４
９
）、
正
式
に
八
代
将
軍
と
し

て
就
任
し
た
。

上杉本陶版『洛中洛外図』に描かれた
『花の御所』（京都アスニー収蔵）
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騒
屑
以
來
二
十
有
餘
霜
。
高
揚
二
帝
旗
一
。

陣
一
武
之
五イ

サ
ラ
コ

十
子
一
。
禍
自
二
戯
下
一
起
。

公
之
爺
、
道
眞
倡
二
將
師
一
。
屯
二
兵
於
上

陽
赤
城
之
麗
河
北
一
矣
。
戯
下
兩
岐
相
分
。

其
一
者
退
憑
レ
嶮
二
於
武
之
鉢
壘
一
。
有
レ
城

號
二
鉢
形
一
。
公
在
二
江
戸
一
。
緩
レ
頬
慮
レ
和

二
兩
岐
一
。
厥
學
不
レ
能
レ
達
焉
。
遂
守
二
忠

孝
之
至
道
一
。
一
怒
、
着
レ
鞭
自
レ
南
馳
。

引
二
將
師
一
渡
レ
河
而
出
。
同
二
於
針
原
一
有
二

原
名
一
針
買
。
酣
戰
。
鋒
鏑
凝
血
。
雷
霆
扶

レ
威
。
公
凱
歌
未
レ
休
。
追
而
圍
二
鉢
壘

一
。
々
々
求
二
救
於
東
兵
一
。
不
レ
日
其
兵
鳴

レ
鼓
而
相
應
矣
。
公
能
下
量
二
彼
我
一
之
道
上
。

能
量
二
彼
我
之

二
。
兵
書
之
極
也 

。息
二
士
卒
於
上
陽
白
井
之
南
一
。

雖
レ
不
レ
及
一
負
レ
戸
之
攻
一
。
四
面
草
木

無
三
悉
非
二
敵
兵
一
也
。
當
二
是
時
一
堅
守
二
公

之
符
契
一
不
レ
袒
二
敵
軍
一
者
。
江
戸
河
越
二

城
而
已
。
不
レ
幾
東
兵
皷
鼙
之
聲
衰
。
鉢
壘

亦
潰
矣
。公
以
二
時
不
レ
可
レ
失
。出
二
白
井
一
。

僅
率
二
數
百
餘
騎
一
。
凌
二
數
萬
之
敵
兵
一
。

直
皈
二
江
戸
一
。
旌
旗
増
レ
色
。
而
後
使
三
將

師
建
二
幟
於
鉢
壘
一
。
公
汗
馬
之
勞
。
百
戰

積
レ
功
。
獲
二
万
全
一
者
。
爲
二
天
下
國
家
一

而
不
レ
爲
レ
私
。
江
戸
城
爲
二
是
起
本
一
也
。

凡
關
以
西
之
諸
侯
。
望
レ
風
而
靡
者
。
往
々

有
レ
之
。
矧
關
以
東
之
八
州
。
太
平
屬
二
指

呼
一
矣
。

　

読
み
下
し
：
竊ひ
そ

か
に
惟
お
も
ん
みる
に
、
太お
お
た田

左さ
き
ん
ご

金
吾
公こ
う

道だ
う
く
わ
ん

灌
は
、
厥そ

の
先せ
ん

は
廼す
な
はち

丹た
ん
や
う陽

の
人
に
し
て
、
五ご

六ろ
く
え
ふ葉

の
祖
、
始
め
て

相さ
う
し
う州
に
家い
へ

す
。
公
、
武
藏
・
豊
島
、
江

戸
の
地
に
規さ
だ

め
て
、
城じ
や
う
る
い壘を

築き
づ

く
。
京け
い
し師

の
連れ
ん
ふ府

の
命
に
從
つ
て
、
其
の
君
の
爲

に
割か
つ
き
よ據

す
。
康か
う
せ
い正

乙い
つ
が
い亥

の
騒さ
う
せ
つ屑

以い
ら
い來

二に
じ
ふ
い
う
よ
さ
う

十
有
餘
霜
、
高
く
帝て
い
き旗

を
揚か
か

げ
、
武
の

五い
さ
ら
こ

十
子
に
陣ぢ
ん

す
。
禍
わ
ざ
わ
い、

戯ぎ

か下
よ
り
起
る
。

公
の
爺お
や

、
道だ
う
し
ん眞

、
將し
や
う
し師

に
倡と
な

へ
、
兵
を
上

陽
、
赤
城
の
麓
、
河か
ほ
く北
に
屯と
ん
す
。
戯
下
の

兩り
や
う
き岐
、
相
分
れ
、
其
の
一い
つ
は
退
い
て
武
の

鉢は
つ
る
い壘

（
城
有
り
、
鉢
形
と
號
す
）
に
嶮け
ん
に
憑よ

る
。
公
は
江
戸
に
在
り
。
頬
を
緩
や
か
に

し
、
兩
り
ょ
う

岐き

を
和
せ
ん
こ
と
を
慮
る
。
厥そ

の

學×

（
擧き
よ

）
達
す
る
能あ
た

は
ざ
り
し
も
、
遂
に

忠
孝
の
至し
ど
う道

を
守
る
。
一
た
び
怒い
か

れ
ば
、

鞭
を
着ち
ゃ
くし
て
南
よ
り
馳
せ
、
將
師
を
引
き

て
、
河
を
渡
り
て
出
づ
。
針は
り
は
ら原

（
原も
と

の
名

有
り
、
針は
り
か
い買

な
り
。）
に
同
じ
く
酣か
ん
せ
ん戰
す
。

鋒ほ
う
て
き鏑
凝ぎ
よ
う
け
つ
血
し
、
雷ら
い
て
い霆
、
威
を
扶た
す

く
。
公
、

凱が
い
か歌
す
る
も
未
だ
休
ま
ず
。
追
ひ
て
鉢
壘

を
圍か
こ

む
。
鉢
壘
、
救
ひ
を
東と
う
へ
い兵

に
求
む
。

日
な
ら
ず
し
て
、
其
の
兵
、
鼓こ

を
鳴
ら
し

て
相あ
い
お
う應
ず
。
公
、
彼
我
を
量
る
の
道
を
能よ

く
す
（
能
く
彼
我
を
二
に
量
る
は
、
兵
書
の

極き
ょ
くな

り
。）
士し
そ
つ卒

を
上
じ
ょ
う

陽よ
う

の
白し
ら

井い

の
南
に
息や
す

む
。
戸
を
負
ひ
て
の
攻
に
及
ば
ず
と
雖い
へ
ども

、

四
面
の
草
木
、
悉
く
敵
兵
に
非
ざ
る
は
無

し
。
是こ

の
時
に
當あ
た
り
て
、
堅
く
公
の
符ふ
け
い契

を
守
り
て
敵
軍
に
袒た
ん
せ
ざ
る
者
は
、
江
戸
、

河
越
の
二
城
の
み
。
幾
ば
く
な
ら
ず
し
て
、

東
兵
、鼓こ
へ
い鼙
の
聲こ
え
衰お
と
ろへ
、鉢
壘
も
亦
、潰つ
い
ゆ
。

公
、
時
失
ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
白
井

を
出
で
、
僅
か
に
數
百
餘
騎
を
率
ゐ
て
、

數
萬
の
敵
兵
を
凌
ぎ
、
直
ち
に
江
戸
に
皈か
へ

る
。
旌せ
い
き旗
、
色
を
増
す
。
而し
か
る
後
、
將
師

を
し
て
幟し

を
鉢
壘
に
建
て
し
む
。

　
公
の
汗か
ん
ば馬
の
勞ろ
う
、
百ひ
ゃ
く
せ
ん
こ
う

戰
功
を
積
み
、
万

全
を
獲
た
る
者
に
し
て
、
天
下
國
家
の
爲

に
し
て
、
私
の
爲
に
せ
ず
。
江
戸
城
は
是

の
起き
ほ
ん本
た
り
。
凡
そ
關か
ん
い
せ
い

以
西
の
諸
侯
。
風

を
望
ん
で
靡な
び

く
者
、
往
々
に
し
て
之こ
れ

有
り
。

矧い
は
ん
や
關か
ん
い
と
う

以
東
の
八
州
を
や
。
太
平
、
指

呼
に
屬ぞ
く

す
。

　
以
上
を
要
約
す
る
と
、

　
静
勝
軒
の
銘
と
詩　
な
ら
び
に
序　

　
太
田
春
苑
道
灌
は
、
城
内
に
「
静
勝
軒
」

と
い
う
建
物
を
造
り
、
そ
の
南
側
の
壁
に
、

京
の
詩
人
の
詩
を
書
き
つ
け
た
板
を
掛
け
、

ま
た
東
側
に
は
、
こ
の
詩
板
を
掛
け
た
。

　
（
一
） 

そ
も
そ
も
、
文
事
（
学
芸
）
の

本
質
は
、
武
（
武
芸
）
の
備
え
を
す
る
こ

と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
武
の
本
質
は
ま
た
、

文
を
要
め
と
す
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。

静
か
に
備
え
れ
ば
、
必
ず
勝
を
得
る
の
だ
。

　
（
二
）
道
灌
公
の
祖
先
は
丹
波
の
人
で
、

五
、六
代
前
に
始
め
て
相
模
に
住
み
つ
い
た

の
だ
が
、
公
は
武
蔵
国
豊
島
郡
江
戸
の
地

を
定
め
て
城
塁
を
築
い
た
。
将
軍
に
命
ぜ

ら
れ
、
公
の
主
人
、
上
杉
定
正
の
た
め
に

こ
の
地
を
占
拠
し
た
の
で
あ
る
。
康
正
元

年
（
1
4
5
5
）、
鎌
倉
公
方
と
山
内
上
杉

家
と
が
争
っ
た
と
き
、
道
灌
は
出
陣
し
た

の
で
あ
る
が
、
彼
は
そ
の
と
き
二
十
四
才

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
余
年
の
後
、
公

は
正
義
の
旗
を
高
く
掲
げ
、
武
蔵
の
伊い

皿さ
ら

子ご

に
陣
取
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
旗
本
の
中

か
ら
禍
が
起
こ
り
、
公
の
父
、
道
真
は
大

将
た
ち
を
引
き
連
れ
て
、
赤
城
山
の
麓
に

陣
を
敷
い
た
。
旗
本
が
二
派
に
分
か
れ
、

そ
の
一
つ
は
、
退
い
て
武
蔵
の
鉢
壘
《
鉢

形
城
》
に
拠
っ
た
の
で
あ
る
、
道
灌
公
は

江
戸
に
居
り
、
両
派
を
和
睦
さ
せ
よ
う
と

し
た
が
、
そ
の
計
画
は
成
功
し
な
か
っ
た
。

　
君
に
対
す
る
忠
と
父
に
対
す
る
孝
の
両

道
を
守
る
道
灌
公
は
一
度
怒
れ
ば
馬
に
鞭

を
当
て
て
進
み
、
川
を
渡
っ
て
出
陣
し
、

針
原
で
は
激
し
く
戦
っ
た
。
武
器
に
は
血

が
、
ま
た
雷
の
よ
う
な
響
き
は
威
勢
を
添

え
、
勝
ど
き
を
挙
げ
た
が
、
な
お
も
休
ま

ず
、
敵
を
追
っ
て
鉢
形
城
を
も
取
り
囲
ん

だ
。
そ
こ
で
鉢
形
の
軍
は
、
東
軍
（
古
河

公
方
・
成
氏
）
に
救
い
を
求
め
た
。
数
日
の

中
に
援
軍
が
や
っ
て
き
た
。
公
は
敵
と
味

方
の
勢
を
量
り
《
敵
味
方
の
勢
を
よ
く
較

べ
る
こ
と
は
、
兵
書
の
極
意
》、
兵
士
た

ち
を
上
野
の
白
井
の
南
で
休
ま
せ
た
。
四

方
は
こ
と
ご
と
く
敵
に
囲
ま
れ
、
こ
の
時
、

公
と
の
約
束
を
堅
く
守
っ
て
敵
軍
に
味
方

し
な
か
っ
た
の
は
、
江
戸
と
川
越
の
二
城

の
み
で
あ
っ
た
。
何
日
も
経
た
ぬ
う
ち
に
、

東
軍
は
勢
衰
え
、
鉢
形
城
も
ま
た
崩
れ
た
。

公
は
時
期
を
失
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
、
す
ぐ

に
白
井
の
陣
営
を
出
る
。
数
百
騎
を
率
い

て
江
戸
に
帰
り
、
将
兵
に
鉢
形
城
に
旗
を

立
て
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
公
は
戦
場
を
か
け
め
ぐ
り
、
手
柄
を
立

て
、
万
全
の
勝
を
得
た
。
天
下
国
家
の
為

に
働
き
、
自
分
自
身
の
為
で
は
な
い
。
江

戸
城
は
そ
の
た
め
の
行
動
の
基
礎
と
な
っ

た
の
だ
。
箱
根
の
関
以
西
の
諸
侯
で
、
公

の
威
風
を
望
ん
で
、こ
れ
に
従
う
者
が
往
々

に
し
て
あ
っ
た
が
、
ま
し
て
関
以
東
の
八

州
に
お
い
て
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
天

下
の
太
平
が
訪
れ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　
（
三
）
は
原
文
と
読
み
下
し
を
省
略

　

(

三)

江
戸
城
の
中
に
は
公
の
休
息
の
部

屋
が
有
り
、「
静
勝
軒
」
と
云
う
。
西
方
は
、

杜
甫
の
詩
句
か
ら
と
っ
て「
含
雪
」と
呼
び
、

そ
こ
か
ら
格
子
窓
を
透
か
し
て
外
が
眺
め

ら
れ
る
。し
か
も
、そ
の
戸
に
は
直
径
二
、三

尺
の
丸
窓
が
作
ら
れ
て
い
て
、
丸
窓
か
ら

幾
千
万
尺
の
富
士
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で

き
、
朝
の
雲
、
夕
暮
の
雲
が
、
わ
ず
か
の

時
間
だ
が
見
え
隠
れ
す
る
。
昨
日
曇
っ
た

か
と
思
え
ば
、
今
日
は
晴
れ
る
と
い
っ
た

変
化
す
る
さ
ま
は
、
詩
文
の
作
者
も
、
感

嘆
の
余
り
物
を
云
え
ず
、
絵
師
も
筆
を
擱お

く
ほ
ど
で
あ
る
。

　

西
方
は
、
易え
き

で
云
う
と
兌だ

の
卦け

（
吉
凶

を
占
う
こ
と
）
に
あ
た
り
、
兌
は
沢
を
意
味

し
、
沢
は
土
地
が
水
で
潤
う
も
の
だ
。
易

経
の
兌
の
卦か

辞じ

（
易
の
説
明
）
で
云
う
に

は
、「
君
子
は
朋
友
と
共
に
学
問
を
講
習
し
、

互
い
に
助
け
合
う
」
と
あ
る
。
こ
の
句
は
、

道
灌
公
の
徳
の
恵
み
が
い
よ
い
よ
豊
か
に

な
り
、
万
物
に
ま
で
及
ぶ
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
だ
。

　
東
方
は
と
い
う
と
、
こ
れ
も
同
じ
杜
甫

の
詩
句
か
ら
と
っ
て
、「
泊
船
」
と
名
付
け

ら
れ
た
。
そ
の
景
色
は
、
見
渡
す
限
り
の

天
地
に
太
陽
の
光
が
充
ち
満
ち
て
、
広
々

と
し
た
水
面
は
青
一
色
で
、
い
く
つ
も
の

伝足利義政像
( 伝土佐光信画、東京国立博物館蔵 )

詩
文
は
語
る
・
・
・

太田道灌の英姿
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し
か
し
こ
の
貿
易
利
権
を
地
方
の
大
名
に

切
り
売
り
し
た
の
で
、
諸
大
名
に
勢
力
を

奪
わ
れ
、
幕
府
は
弱
体
化
し
た
。
利
権
を

得
た
大
名
た
ち
は
、
互
い
に
競
い
争
い
、

こ
れ
が
全
国
的
な
戦
国
時
代
に
誘
導
し
た

主
た
る
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
乱
に
明
け
暮
れ
た
世
に
も
拘
わ
ら
ず
、

将
軍
義
政
は
、
文
明
十
四
年
（
１
４
８
２
）、

東
山
山
荘
（
東
山
殿
）
を
造
営
し
、
翌
年
、

こ
こ
に
移
り
住
ん
だ
。
会
所
、
常
御
所
な

ど
の
大
規
模
な
建
物
を
建
て
、
工
事
は
死

の
直
前
ま
で
八
年
に
わ
た
っ
て
続
け
ら
れ

た
。
足
利
義
満
の
北
山
殿
（
後
の
鹿
苑
寺
、

舎
利
殿
「
金
閣
」
が
有
名
な
た
め
金
閣
寺
と
通

称
さ
れ
る
）
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
あ
る
程
度

政
治
的
機
能
も
も
っ
て
い
た
。　

　
義
政
の
祖
父
、
義
満
が
建
て
た
金
閣
を

ベ
ー
ス
に
し
た
銀
閣
を
建
築
し
た
。
ま
た

山
荘
を
中
核
と
し
て
、
武
家
、
公
家
、
禅

僧
ら
の
文
化
を
融
合
し
、
幽
玄
、
わ
び
・

さ
び
に
通
じ
る
美
意
識
に
支
え
ら
れ
て
、

能
、
茶
道
、
華
道
、
庭
園
、
建
築
、
連
歌

な
ど
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
ら
の
文
化
は
次

第
に
庶
民
に
も
浸
透
し
て
ゆ
く
。
金
閣
に

代
表
さ
れ
る
三
代
義
満
時
代
の
貴
族
的
で

華
麗
な
「
北
山
文
化
」
に
対
し
て
「
東
山

文
化
」
と
い
わ
れ
る
。

　
延
徳
二
年
（
１
４
９
０
）
に
死
去
し
た
義

政
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
東
山
殿
は
寺
に

改
め
ら
れ
、
相
国
寺
の
末
寺
と
し
て
慈
照

寺
が
創
始
さ
れ
た
。
銀
閣（
観
音
殿
の
通
称
）

と
東と
う

求ぐ

堂
は
現
存
し
て
い
る
。

　
義
政
が
東
山
山
荘
を
造
営
し
始
め
た
こ

ろ
、
東
国
の
江
戸
で
は
、
太
田
道
灌
の
名

声
が
一
際
高
く
、
扇
谷
家
中
の
中
傷
も
激

し
さ
を
増
し
て
、
つ
い
に
誅
殺
さ
れ
た
。

西
国
に
在
っ
て
、
将
軍
義
政
は
、
奇
し
く

も
江
戸
城
主
、
太
田
道
灌
と
ほ
ぼ
同
時
代

を
生
き
た
の
で
あ
る
。

義
政
が
築
い
た

　
　

東
山
文
化

→
十
一
万
以
上
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
戦
闘
は
本
格
化
し
た
の
で
、
合
戦
で

起
き
た
火
災
は
延
焼
し
、
都
を
灰
燼
と

化
し
、
ほ
ぼ
全
域
が
壊
滅
的
な
被
害
を

受
け
た
。
文
明
五
年
（
１
４
７
３
）
に

宗
全
、
つ
い
で
勝
元
が
相
次
い
で
死
去

し
、
よ
う
や
く
和
睦
が
成
立
し
た
。
文

明
九
年
（
１
４
７
７
）、
諸
大
名
が
撤
収

し
、
十
一
年
間
続
い
た
京
都
で
の
戦
闘

は
収
束
し
た
。

　
勘
合
貿
易
の
復
活

　
中
国
大
陸
と
の
外
交
、
貿
易
は
、
室
町

時
代
と
な
っ
て
、
し
ば
し
ば
重
大
な
局
面

を
迎
え
た
が
、
応
永
十
一
年
（
１
４
０
４
）、

勘
合
貿
易
と
い
わ
れ
る
正
式
の
国
交
が
締

結
さ
れ
た
。
日
本
と
明み
ん
の
貿
易
船
は
そ
れ

ぞ
れ
の
勘か
ん

合ご
う

符ふ

を
持
っ
て
渡
航
し
、
相
手

先
に
あ
る
原
本
と
照
合
し
て
、
正
式
の
貿

易
船
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
当
時
の
貿
易
船
は
来
航
す
る
と
、
大
量

の
銅
銭
・
生
糸
・
絹
織
物
の
ほ
か
、
芸
術

的
な
青
磁
器
な
ど
、
一
回
の
取
引
は
膨
大

な
も
の
だ
っ
た
の
で
、
抽
ち
ゅ
う

分ぶ
ん

銭せ
ん

（
輸
入
税
）

を
受
け
取
る
幕
府
や
細
川
氏
・
大
内
氏
な

ど
の
守
護
大
名
、
天
竜
寺
な
ど
の
寺
院
の

大
き
な
財
源
と
な
っ
て
い
た
。

　

財
政
難
に
喘
い
て
い
た
将
軍
義
政
は
、

一
時
期
中
断
さ
れ
て
い
た
勘
合
貿
易
を
、

永
享
四
年
（
１
４
３
２
）
に
復
活
さ
せ
た
。

国
の
景
色
を
合
わ
せ
た
よ
う
だ
。
易
で
云

う
と
、
東
方
は
震し
ん
の
卦け

で
あ
り
、
震
と
は

雷
を
意
味
す
る
。
雷
は
天
の
号
令
で
あ
る
。

震
の
卦
辞
に
「
君
子
は
恐
れ
慎
ん
で
身
を

修
め
、
自
ら
を
省
み
る
」
と
あ
る
。
こ
の

文
は
、
公
の
命
令
は
厳
し
く
、
国
家
を
安

ら
か
に
し
て
、
兵
卒
を
豊
か
に
す
る
こ
と

を
云
う
の
で
あ
る
。

　
「
震
」
と
「
兌
」（
つ
ま
り
、
東
と
西
）
の

両
方
の
扉
に
掲
げ
た
「
泊
船
」
と
「
含
雪
」

の
文
字
は
、
杜
甫
の
詩
の
対
句
か
ら
出
た

語
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は
、
実
は
周
の

時
代
の
易
経
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
「
静
勝
」
の
二
字
は
、
尉
う
つ

繚り
ょ
うが
著

し
た
兵
書
の
秘
密
計
略
の
中
に
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
は
、「
戦
い
は
静
に
よ
っ
て

勝
ち
、
国
家
は
専
一
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
勝
つ
も
の
だ
」
と
云
っ
て
い
る
。
施し

子し

美び

（
施
は
氏
、
子
美
は
名
で
、
兵
書
の
尉
繚
子

に
注
を
記
し
て
い
る
）
の
解
釈
で
は
「
兵
法

は
、
厳
か
で
静
か
な
こ
と
が
良
い
。
そ
の

と
き
戦
い
は
有
利
に
な
る
。
権
力
に
よ
っ

て
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
、

一
つ
に
な
れ
ば
国
は
そ
の
利
益
を
得
る
。

粛
々
と
往
く
馬
、
悠
々
と
は
た
め
く
旗
、

こ
れ
こ
そ
は
、
兵
が
静
で
あ
る
と
い
う
こ

と
だ
」
と
。

　
（
三
）
の
後
半
、（
四
）
〜
（
六
）
は
、「
市

民
プ
レ
ス
電
子
版
」
を
参
照
。

国宝 銀閣（慈照寺）

道
灌
と
義
政
は
同
時
代
を
生
き
た
！
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本
紙
「
市
民
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は
年
四
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（
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五
日
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発
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4 

一
気
に
進
む
近
代
化

　

現
在
の
中
国
を
見
る
と
、
日
本
の

高
度
経
済
成
長
期
を
圧
縮
し
て
実
現

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区
は
豊
富
な
地
下
資
源

に
恵
ま
れ
て
い
る
。石
油・天
然
ガ
ス・

石
炭
・
鉄
鉱
石
・
ニ
ッ
ケ
ル
・
マ
ン

ガ
ン
な
ど
、
何
で
も
あ
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
中
国
政

府
は
こ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
の
開

発
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
高
速
鉄
道

（
新
幹
線
）
や
高
速
道
路
の
建
設
が
あ

ち
こ
ち
で
進
行
中
で
あ
っ
た
。
ま
た

道
路
沿
い
に
直
径
１
〜
２
メ
ー
ト
ル

の
黒
い
パ
イ
プ
を
延
々
と
敷
い
て
い

た
が
、
こ
れ
は
天
然
ガ
ス
の
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
で
、
４
０
０
０
ｋ
ｍ
離
れ
た

上
海
ま
で
つ
な
げ
る
の
だ
と
言
う
。

　
ホ
テ
ル
で
日
本
に
電
話
を
し
よ
う

と
し
た
が
、
国
際
電
話
の
掛
け
方
の

説
明
書
が
無
い
。
フ
ロ
ン
ト
に
行
っ

て
英
語
で
尋
ね
た
が
、
何
と
誰
も
英

語
を
話
せ
な
い
の
に
は
驚
い
た
。
ホ

テ
ル
に
は
国
際
電
話
を
か
け
る
イ
ン

フ
ラ
も
無
か
っ
た
が
、
携
帯
電
話
は

ど
こ
で
も
話
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
、

同
行
者
の
持
っ
て
き
た
携
帯
電
話
を

借
り
て
用
を
足
す
こ
と
が
で
き
た
。

石
炭
が
取
れ
る
の
で
火
力
発
電
が
中

心
だ
が
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
と
し
て
風
力
発
電
に
力
を
入
れ
て

い
る
。
日
本
で
は
北
海
道
で
数
十
台

の
風
車
が
立
ち
並
ん
で
い
る
の
を
見

た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
砂
塵
に
か
す
む
遥
か
か
な

た
ま
で
数
え
き
れ
な
い
風
車

が
立
ち
並
ん
で
い
る
の
に

は
、
壮
観
で
あ
る
と
同
時
に

中
国
の
底
力
を
見
せ
付
け

ら
れ
た
気
が
し
た
。
た
だ
し

チ
ョ
ッ
ト
気
に
な
っ
た
の

は
、
林
立
し
て
い
る
風
車
の

ほ
と
ん
ど
が
回
転
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
現
地
ガ
イ

ド
に
質
問
す
る
と
、『
今
は

風
が
吹
い
て
い
な
い
の
で
、

風
が
あ
る
と
き
は
回
っ
て
い

る
』
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
　

ク
チ
ャ
や
カ
シ
ュ
ガ
ル

の
市
内
で
は
、
音
が
全
く
し
な
い
電

気
バ
イ
ク
が
い
き
な
り
横
を
走
り
抜

け
て
驚
か
さ
れ
た
。
聞
け
ば
、
エ
ン

ジ
ン
で
走
る
バ
イ
ク
の
市
内
へ
の
乗

り
入
れ
が
禁
止
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
。
若
い
女
性
が
ス
カ
ー
フ
を
な

び
か
せ
て
電
気
バ
イ
ク
に
乗
る
横
を
、

ロ
バ
の
荷
車
が
行
き
交
う
な
ど
、
時

空
を
超
え
た
世
界
が
広
が
っ
て
い
た
。

と
に
角
、
一
気
に
近
代
化
が
進
展
し

て
い
る
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
、

中
国
人
の
自
信
と
活
力
の
源
を
見
た

気
が
し
た
。

5 

ウ
イ
グ
ル
人
問
題

　

今
回
の
西
域
旅
行
の
目
的
の
一
つ

は
、
ウ
イ
グ
ル
人
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
思
い
で
生
活
し
て
い
る
の
か
、
直

接
見
聞
き
し
た
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
中
国
共
産
党
政
府

が
触
れ
ら
れ
た
く
な
い
部
分
で
あ
り
、

下
手
を
す
れ
ば
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
り

上
げ
ら
れ
、
最
悪
の
場
合
は
帰
国
で

き
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
こ
と

だ
。

　

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は
、
ロ
シ

ア・カ
ザ
フ
ス
タ
ン・キ
ル
ギ
ス
タ
ン・

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・

パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ン
ド
の
８
カ
国
と

国
境
を
接
し
て
い
る
。
１
９
９
１
年

１
２
月
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
が

辞
任
し
て
ソ
連
が
崩
壊
し
た
時
、
隣

接
す
る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
キ
ル
ギ
ス

タ
ン
・
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
は
独
立
を
果

し
た
。
こ
れ
ら
の
国
々
の
独
立
は
、

ウ
イ
グ
ル
人
に
も
独
立
へ
の
希
望
を

膨
ら
ま
せ
る
も
の
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
大
国
を
目
指

す
中
国
に
と
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
意
味

で
極
め
て
重
要
な
地
域
で
あ
る
。
中

国
は
「
信
教
の
自
由
」
を
建
前
と
し

て
は
認
め
て
い
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
勢

力
の
拡
大
に
よ
る
独
立
運
動
を
懸
念

し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
る
ウ
イ
グ

ル
人
を
厳
し
く
管
理
し
て
い
る
よ
う

だ
。
こ
れ
を
ウ
イ
グ
ル
人
は
差
別

と
受
取
り
、
反
発
を
招
い
て
い
る
。

２
０
０
９
年
７
月
に
は
「
ウ
ル
ム
チ

暴
動
」が
起
き
、多
く
の
死
者
が
出
た
。

現
在
中
国
政
府
は
地
域
格
差
解
消
の

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め
な
が

ら
、
分
離
独
立
な
ど
の
不
穏
な
動
き

は
徹
底
的
に
押
さ
え
込
む
、
ア
メ
と

ム
チ
の
両
面
作
戦
を
推
し
進
め
て
い

る
。
写
真
の
立
て
看
板
は
中
央
政
府

が
立
て
さ
せ
た
も
の
で
、「
党
中
央
の

親
切
な
配
慮
に
感
謝
す
る
・
全
国
人

民
の
大
き
な
支
持
に
感
謝
す
る
」
と

の
内
容
で
あ
る
。

　

こ
の
大
変
デ
リ
ケ
ー
ト
な
ウ
イ
グ

ル
人
問
題
を
ど
う
し
て
も
放
置
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
私
は
、「
ど
の
程
度

の
ウ
イ
グ
ル
人
が
活
動
に
参
加
し
て

い
る
の
か
」
に
つ
い
て
、
周
囲
に
誰

も
い
な
い
時
を
狙
っ
て
、
慎
重
に
相

手
の
反
応
を
見
な
が
ら
、
現
地
ガ
イ

ド
の
見
解
を
若
干
で
は
あ
る
が
聞
き

出
す
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
現
地
ガ
イ
ド
Ａ
（
ウ
イ
グ
ル
人
）
は
、

『
活
動
を
し
て
い
る
の
は
ウ
イ
グ
ル

人
の
中
で
も
極
め
て
少
数
で
あ
っ
て
、

ほ
と
ん
ど
の
ウ
イ
グ
ル
人
は
生
活
も

改
善
し
て
き
て
い
る
の
で
現
状
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
独
立
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。
暴
動
が

起
き
て
旅
行
者
が
来
な
く
な
る
と
ガ

イ
ド
の
仕
事
が
無
く
な
り
、
そ
の
方

が
困
る
ヨ
』
と
沈
ん
だ
顔
つ
き
で
答

え
た
。

　
現
地
ガ
イ
ド
Ｂ
（
ウ
イ
グ
ル
人
）
は
、

『
活
動
し
て
い
る
人
が
ど
の
程
度
い
る

の
か
情
報
が
無
い
の
で
よ
く
分
ら
な

い
け
ど
、
ウ
イ
グ
ル
人
に
は
移
動
の

た
め
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
な
か
な
か
発

行
さ
れ
な
い
な
ど
、
現
在
も
差
別
が

あ
る
ヨ
』
と
極
め
て
小
声
で
話
し
て

く
れ
た
。

　
現
地
ガ
イ
ド
Ｃ
（
漢
族
）
は
、『
ウ

イ
グ
ル
人
の
反
政
府
活
動
は
、
海
外

に
出
て
成
功
し
た
ウ
イ
グ
ル
人
が
、

資
金
力
に
モ
ノ
を
言
わ
せ
て
扇
動
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
国
内
の
ウ
イ

グ
ル
人
が
積
極
的
に
や
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
。
海
外
か
ら
の
働
き
か
け

に
呼
応
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
も
の

だ
ヨ
』
と
強
く
主
張
し
た
。

　
こ
の
程
度
の
や
り
取
り
だ
っ
た
が
、

質
問
者
も
回
答
者
も
周
囲
に
気
を
配

り
な
が
ら
、
緊
張
感
の
あ
る
や
り
取

り
で
あ
っ
た
。
永
年
漢
族
と
の
攻
防

を
繰
り
返
し
、
支
配
さ
れ
て
き
た
ウ

イ
グ
ル
人
の
目
の
奥
深
く
に
憂
い
の

影
が
見
え
た
の
は
、
私
の
気
の
せ
い

だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

6 

反
日
デ
モ
勃
発

　
旅
行
の
終
盤
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
か
ら
敦
煌
（
甘
粛
省
）
に
着
い
た
こ

ろ
、
尖
閣
諸
島
を
自
国
の
領
土
と
主

張
す
る
反
日
デ
モ
が
燃
え
上
が
っ
た
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス

で
大
き
く
報
道
さ
れ
、
言
葉
は
理
解

で
き
な
く
て
も
、
そ
の
激
し
さ
は
痛

い
ほ
ど
伝
わ
っ
て
き
た
。

　
ウ
イ
グ
ル
人
の
現
地
ガ
イ
ド
に「
反

日
教
育
は
さ
れ
て
い
る
か
」
と
尋
ね

た
が
、『
そ
ん
な
こ
と
は
無
い
』
と

の
こ
と
だ
っ
た
。
ウ
イ
グ
ル
人
自
身
、

漢
族
が
自
分
た
ち
の
土
地
に
侵
入
し

て
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
の
領
有
権

を
漢
族
が
吹
聴
し
て
も
、
ウ
イ
グ
ル
人

は
簡
単
に
賛
同
し
な
い
の
だ
ろ

う
。

　

最
終
日
は
北
京
泊
だ
っ
た
。

夕
方
買
物
に
行
く
と
、
露
天
商

が
『
ア
ニ
ョ
ハ
セ
ヨ
』
と
声
を

掛
け
て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
は
日

本
語
を
話
し
て
い
る
の
で
日
本

人
だ
と
分
っ
て
い
る
だ
ろ
う
に
、

あ
え
て
韓
国
語
で
声
を
掛
け
て

き
た
の
で
あ
る
。
い
つ
も
な
ら

「
い
や
、
日
本
人
だ
」
と
言
う
と

こ
ろ
だ
が
、
そ
れ
が
言
え
な
い
。

ど
こ
の
国
に
行
っ
て
も
、
自
分
が
日
本

人
だ
と
言
え
な
か
っ
た
こ
と
は
今
ま

で
一
度
も
無
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回

は
危
険
を
感
じ
て
言
う
こ
と
が
出
来

な
い
。
実
に
残
念
で
嫌
な
思
い
に
な
っ

た
。
添
乗
員
か
ら
は
、
夜
の
外
出
は
控

え
る
よ
う
に
と
の
注
意
が
あ
っ
た
。

　

海
外
進
出
を
進
め
る
企
業
に
対
し

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
し
て
い
る
友
人

が
、
最
近
上
海
で
は
『
だ
ま
し
て
も
だ

ま
し
て
も
、
ま
だ
だ
ま
せ
る
日
本
人
』

と
い
う
言
葉
が
あ
る
と
言
う
。
日
本
に

は
「
話
せ
ば
分
る
」、「
誠
意
は
通
じ
る
」

と
の
考
え
方
が
あ
る
が
、
そ
れ
も
相
手

次
第
だ
と
言
う
こ
と
を
し
っ
か
り
認

識
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　

　
　
（
２
０
１
２
／
９
月
８
日
〜
�6
日
）

「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
活
動

　
「
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
は
、
地
域
住
民
と
行
政

に
対
し
て
取
材
活
動
を
行
な
い
、
報
道
に
よ
っ

て
市
民
の
公
共
参
加
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
市

民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
に
努
め

ま
す
。

　

地
域
情
報
紙
「
市
民
プ
レ
ス
」
は
、「
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
編
集
・
発
行
し
、
無
料
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

読
者
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」（
意
見
・
感
想
）
を

お
寄
せ
下
さ
い
。

　

TEL　

090

（3048

）5502

　

編
集
部
原
宛
に
ど
う
ぞ

電
気
バ
イ
ク
に
乗
る

ウ
イ
グ
ル
女
性（
ク
チ
ャ
に
て
）

共
産
党
政
府
に
感
謝
す
る
看
板

反
日
デ
モ
を
伝
え
る
現
地
新
聞

ク
チ
ャ
の
街
を
走
る
ロ
バ
車

ウイグル人の現地ガイドと筆者

林
立
す
る
風
力
発
電
の
風
車


